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北九州市内にある子ども食堂

市内３７ヶ所（平成２８年に２か所からスタート）

（子ども食堂ネットワーク所属は３４ヶ所）

運営母体：株式会社、社会福祉法人、ＮＰＯ法人、地域自治組織、

任意団体など

 主な開催場所は、市民センターや大学施設、自己所有の建物等

 ボランティアスタッフの割合

５０歳以上７割、学生２割、５０歳以下１割

（地域の高齢者、子育て世代、子育てを終えた世代、大学生、中高生etc...）









参加者の声
＜孤独・孤立の視点から＞

【参加者した子どもの声】

 両親が共働きで子ども食堂の時には友達と一緒に
食事や遊びができるのでうれしい

【高齢ボランティアスタッフの声】

 普段は旦那と２人暮らし、子ども食堂で子どもと話
をすると元気がでる。いきがいに繋がっている。

【子ども食堂参加者の声】

 参加者から気になる子どもがいるとの情報から、行
政の担当者に繋げることができた。







コロナの影響による新たな課題

・再開後の高齢者、学生のボランティア参加減に
よる人手不足（特に遊び、見守り、学習支援）

・自粛中や弁当配布のみでの活動がある中で、ボラ
ンティア希望者とのマッチングが難しい

・食育についての時間の省略による、新規参加者
食事マナーの指導不足、食べ残しの増加

・コロナを踏まえた新しい子ども食堂の在り方を模索
する必要性




